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領土・主権に関する史料収集（これまでの成果について：尖閣諸島）

2020年６月15日

公益財団法人日本国際問題研究所

日本国際問題研究所では，領土・主権・歴史の分野において，調査研究及び対外発信事業を

実施するため，㻞㻜㻝㻣年に「領土・歴史センター」を設置しました。同センターでは，①我が国の領

土・主権・歴史に関する国内外の史料の収集・整理・対外発信等，②同分野に関する国内外での

公開シンポジウムの実施，及び䐡同分野に関する調査研究の実施等の事業を展開しています。

このうち，領土・主権に関する国内外の史料については，領土に関するᑓ㛛ᐙの方䚻と༠ຊをし

ながら，史料の収集・整理・分ᯒを㐍めています。≉に，諸外国の認㆑に関する史料を重Ⅼ的な収

集ㄢ題としています。

いしゐのぞむ長崎純心大学准教授は，当研究所の౫㢗にᇶ䛵き，㻞㻜㻝㻤年から㻞㻜㻝㻥年にかけて

複数ᅇ，英国，オ䝷ンダ及び⡿国な䛹において史料収集を行いました。

同准教授に౫㢗してこれまでに収集した成果についてᴫせをとりまとめたとこ䜝，ᴫ␎は௨ୗの

とおりです。いしゐのぞむ長崎純心大学准教授が執筆したヲ⣽な史料ゎㄝ及び分ᯒについては，

別紙(https://www.jiia.or.jp/jic/2020/06/15/pdf/20200615pressrelase_senkaku_attached.pdf)を䛤

ぴく䛰さい。別紙のゎㄝ及び分ᯒについては，執筆者のಶ人的見ゎであり，日本国際問題研究所

の見ゎを௦⾲するものではありません。

（別紙の執筆者）
࣭ 史料群①：明治㻝㻤年䚸上海報道「台湾の東北の島」は尖閣ではなかった

࣭࣭࣭࣭࣭ いしゐのぞむ長崎純心大学准教授

࣭ 史料群②：三浦按針の朱印船は尖閣周辺海域を通航

࣭࣭࣭࣭࣭ いしゐのぞむ長崎純心大学准教授

（↷఍先）

（⾲紙及び「領土・歴史センター」事業について）

日本国際問題研究所㻌 ≉別研究員㻌 㰻⸨㻌 ᗣᖹ
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（史料ᴫ␎）

史料群①：明治㻝㻤年䚸上海報道「台湾の東北の島」は尖閣ではなかった（別紙該当

部分執筆者：いしゐのぞむ長崎純心大学准教授）。㻌

明治㻝㻤年㻔㻝㻤㻤㻡年）䚸すなわち明治㻞㻤年㻔㻝㻤㻥㻡年㻕の尖閣諸島編入の９年あまり前に，上海の新聞

『申報』で「台湾の東北側の島」に日本旗が掲げられた旨が報道され，既に尖閣諸島について声

を上げていたというのが中国側の中心的主張の一つです。『申報』記事は上海のイギリス人によ

る英字紙（「上海マーキュリー」紙）の報道から編訳したものですが，英字紙の原文は散逸してい

ます。今般，いしゐのぞむ長崎純心大学准教授は，調査（※１）の結果，「上海マーキュリー」紙

に掲載された原文に近い文面と思われる転載先（画像㻭㻌㻝㻤㻤㻡㻌年９月９日付け「㼀㼔㼑㻌㻯㼔㼕㼚㼍㻌㻹㼍㼕㼘」紙

等）を発見し，また英国においても関連報道（画像㻮䚷㻝㻤㻤㻡年㻝㻜月㻟㻝日付け「㼀㼔㼑䚷㻹㼍㼚㼏㼔㼑㼟㼠㼑㼞㻌

㻳㼡㼍㼞㼐㼕㼍㼚」紙等）を発見しました。いずれも尖閣諸島ではなく，宮古八重山諸島について報道した

とみられます。

画像㻌㻭㻌 （㻝㻤㻤㻡㻌年㻌㻥㻌月㻌㻥㻌日付け「㼀㼔㼑㻌㻯㼔㼕㼚㼍㻌㻹㼍㼕㼘」紙➨３面。上海マーキュリー紙をᘬ用）㻌

��኱ⱥᅗ᭩㤋所ⶶ㸦ྠ㤋〇స࣐1�22&�0࣒ࣝ࢕ࣇࣟࢡ࢖㸧



画像㻌㻮㻌 （㻝㻤㻤㻡㻌年㻌㻝㻜㻌月㻌㻟㻝㻌日付け「㼀㼔㼑㻌㻹㼍㼚㼏㼔㼑㼟㼠㼑㼞㻌㻳㼡㼍㼞㼐㼕㼍㼚」紙➨７面）

大英図書㤋所蔵（㻮㼞㼕㼠㼕㼟㼔㻌㻸㼕㼎㼞㼍㼞㼥㻌㻿㼥㼟㼠㼑㼙㻌㻺㼡㼙㼎㼑㼞㻦㻜㻝㻟㻤㻥㻥㻞㻥㻜㻌㻌㻺㼑㼣㼟㼜㼍㼜㼑㼞㼟㻦㻌㻟㻡㻤㻙㻟㻡㻝㻥㻝㻕

（※１）ᅧྜྷまこもẶ（尖閣諸島文⊩㈨料編⧩఍研究員）のᣦ᦬によると，㻝㻤㻥㻡㻌年９月㻌㻝㻤日付東ி

日日新聞䜔㻌㻝㻤㻤㻡㻌年９月㻌㻞㻞㻌日付の大㜰ᮅ日新聞な䛹が，上海マーキュリー紙そのものをᘬ用して，

「㻹㼍㼖㼍㼍㼗㼍㼟㼕㼙㼍（マジー䜹シマ）群島」㻌㻌㻌㻔東ி日日新聞）ཪは「マ䝲ア䜹島（㻌宮Ꮚ島のことか）の群島」㻌㻌㻌㻌

㻔大㜰ᮅ日新聞）䚷䚷に旗をたてたと報じています。本௳調査は国内紙の報道状ἣを㋃ま䛘，外国紙の

報道状ἣについて᭦なる調査を行ったものです。中国紙・英国紙による報道状ἣがᢕᥱされるとと

もに，本௳報道については複数の経路で㢮ఝの᝟報がఏ㐩されていたらしいこともุ明しました。

史料群②：三浦按針の朱印船は尖閣周辺海域を通航（別紙該当部分執筆者：いし

ゐのぞむ長崎純心大学准教授）。

いしゐのぞむ長崎純心大学准教授は，㻞㻜㻝㻤年２月と９月の英国での調査で，オックスフォード大

学が所蔵する三浦按針（ウィリアム・アダムス）の朱印船の航海日誌原本を高精度撮影するととも

に，船員の日誌も撮影しました。日誌中には航海の途中で望見した島の一つとして，当時の尖閣

諸島の名称と同じ「トリシマ」と思われる名称が記載されています（画像㻯）。当該島が尖閣諸島そ

のものか，あるいは台湾北方諸島の一つであったにせよ，三浦按針らの朱印船は幕府の朱印状

を受けて尖閣周辺海域を自由に航行することができたことを示しています。また，日本の古文書に

は，尖閣諸島が，朱印船貿易の複数の経路及び福建琉球航路の航路上の目標として活用されて

いたことが記載されており，三浦按針の日誌の内容は，これを裏付けるものです。さらに，朱印船

貿易のうち，台湾海峡を通る航路では，明国沿岸島嶼を通過していましたが，それより大陸側に

入ることは許されておらず，三浦按針らの航海記録では，それを裏付ける記述もあります。

同日誌の記載内容は，当時の朱印船貿易の航路を示すとともに，尖閣周辺海域を自由に航行
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することができたことを示しています㻔※２㻕。㻌

（※２）㻌 本史料は日本と尖閣諸島の歴史的なつながりを示すものではありますが，これをもって

㻝㻤㻥㻡年の閣議決定に先立って尖閣諸島に対していずれの国の支配も及んでいなかったことが確

認されたという日本政府の立場と相容れない主張を意図するものではありません。

画像㻌C  三浦按針航海日誌，Torashima 部分 

オックスフォード大学所蔵（㻻㼤㼒㼛㼞㼐㻌㼁㼚㼕㼢㼑㼞㼟㼕㼠㼥㻘㻌㻹㻿㻌㻿㼍㼢㼕㼘㼑㻠㻤㻌㼒㼛㼘㼕㼛㻢㻢㻕

別紙の㻌㻝㻤㻌㡫の図∧஬「明国福建海道中㌷ᐁⴷ఑㉳書⩶」䚷について原本所蔵者を᥈しています。

䛤Ꮡ▱の方がいらっし䜓いましたらおᡭ数ですが上記の日本国際問題研究所の問いྜわせ先ま

で䛤連⤡く䛰さい。㻌


